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46 
憶1974万円、前年度当初にくらべ約
9穂6819万円の増加となり、一般会
計調入のうち市税収入は35措s792万

円で、 58.5舟の構成比となっている

市税は前年当初にくらべ23・4婦の
押 u!を示した。次』己競輪事呆収益を

中心とする諸収入9緩ま52s2万円。一

般会計における自主町議のしめる割

合は80.。骨である。

酎政構造は、支出面で普通建設事

業主をなどの甚桟智甘主主ものは38.日時、

経常的経授ともいえる人件主主は33.3

持である。
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月限B1 UiE寺-15時/碕よか同

税務と経営掬談毎月第z土寝9符-12
時/海工会議所

~ (求人格設も合IJ')会最適

否窪寺/市民総於室〈領社〉

(機敏金属加工，

3待~

ィヲ敬栂談・無料法律箱談毎月第1土間関

13時-16蒋/市民裳融室主〈広報操)

心問ごと梼談第j寺第2・第3A砲 9吟吋
1SiE会/浦泉粍酷主主〈領後〉

市税綾霊祭 第M有2・第4木鴻/市長在暗

2包〈市E子波諜〉

宅地建物穂談'1'"'時-1，時?哲三京市民
棺談芝〔建築課〉

教青相談求、末、会。土司自毎包 9島幸~

15時/教育研究所

管少年相談平日 lQiJ:学-15時常設/脊

少年深

家庭1足3童相談乎伺9時-lS等移設片寄
往義務湾
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岡
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叫
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出量費留口のご割用を。

なお、懲罰よ哲ご"，J用いただいた平揮市務員強
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4静4事月27日@須賀公民主室、花水町
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反
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仕
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4/18日(日〉
{雨天中止)

関コース
平塚訳出山下一文塚一長者屋敷跡ー

湘南平一島崎藤村の基一虎御石一

F島立庵=平塚

強集合

平塚車問~tロポスト前8時00分

(軽装弁当.水筒持参)

許可し、合わせは 背少年課育成係

〈篭) 22-1700内総 228
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ただし、器開の会場は午後2時か

ら3時まで。
醐巡E華日種仁瞳自彊毘〉

6月 8EヨCkJ 金回公民館 誌は二
Fむ喪協
大野公民館

旭公臣認官掛金[百
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島公民輯

P 17日ひね 松原公民館
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~ 22日 C火コ 掴資公民館

<-238 (7J() 見尉台武道場
瞳巡回目穣 C判定日コ
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沢虚弱
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壬奈良館

，p 18日 C金〉 中原公民館
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ル 238(7J() 神間公民自己 記・域
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松原公民館
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須賀公民館

見si1-台広道場
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臨討議・①満三歳以下の乳幼児には

華彰睡しなし、。ただし、昨年、初回免

疫を完了した人にかぎり、 ζとしi邑
課程幸種を1回うけて下さむ、。

@.i鰐三設以上の出t;!A，は対象者となる
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5月 1aから受付げます。

舗前重県・生後3か月から18か月まで
の子で、 1年J開花2倒援問。
盟時誇誼・午控1時3()分から3時設で
ただし、期日日の会場は午後2時か
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ひとり (4議以上1150問
今回は小学校低学年を対象lこしており
3年以下の会員をとワまとめ

鰻重E鍛王子塚市、平塚なでし乙ヲ-1オ
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9
箆

旭
市

大

護

神

域

防

金

土

命

て
い
る
。
事
加
く
だ
さ
い
。
マ
同

会
名
簿
・
一
部
一
一
一
百
円

圏
)
棋
の
諮
木
在
曹
掴昨

年
に
続
長
ヘ

~~霊長寵に掘撞を

現段階は老人@身障者だけ

者

人

相

談

員

樹

監

が

発

思

2
i

漢
語
τ
老
人
家
庭
五
官

.
関
…
中
心
に
市
福
祉
事
務
所

か
ち
派
遣
さ
れ
た
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
が
話
題
し
て
い
る
。
私

の
一
揖
全
装
語
新
家
宅
、

ζ

叫
一
日

れ

と

い

っ

た

身

寄

り

も

な

い

。

い

ま

ム

も

重

量

で

造

な

の

詰

震

の

主

需

の

お

と

し

よ

り

の

力

に

な

る

ラ

一

め

る

者

と

な

っ

て

い

る

。

管

の

蓄

を

と

。

て

裕

久

己

の

ほ

ど

老

人

相

談

員

制

度

が

発

一

す

る

人

は

、

市

福

祉

護

護
婦
で
も
と
、
頼
ん
で
は
い
る

h
恥

足

し

た

o

一

し

申

し

、

込

ん

で

ほ

し

い

。

問
、
な
か
な
か
み
つ
か
ら
高
っ

τ

は
い
己
れ
は
、
相
と
し
よ
り
の
み
な
さ
ん
一
な
お
、
警
護
読
者
、

粘

り

、

ま

だ

べ

か

り

応

み

つ

か

っ

て

飢

札

の

霊

で

の

い

ろ

い

ろ

な

賄

事
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値

一

た

き

り

更

を

介

護

し

て

五

も

か

な

り

の

撃

だ
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う
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君
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介
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て
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安
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と
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重

守
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来

月

日

日

に

戦

し
た
議
室
家
庭
も
含
め
る
な
ど
、
障
の
あ
る
、
と
れ
ら
の
人
揺
が
無
明
童
書
世
話
芝
、
も
っ
て
障
一
二
平
揖
一
一
一
一
一
九
一
一
一
冠
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一
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一
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O
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輯
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パ

1
案
遣
す
る
制
度
で
筆
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安
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す
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ζ

一
一
一
マ
山
副
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市
H
中

原

下

宿
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喜
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一

没
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遺

族
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談

ぃ
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市
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閣
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時

ど

空
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え

て
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え
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た
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る
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突
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独
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霊
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町

干
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ニ
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O
九
日
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奈
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戦
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潰
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遺

書
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ぞ

れ

の

対

白

書

量

二

回

訪

問

言

し

い

会

主

護

者

や

そ

の

た

宍

現

在

の

段

階

で

こ

一

マ

E
?広
川
八
六
九
一
人
々
を
言
、
次
宮
程
で
部

平
需
で
は
む
し
、
臼
常
襲
名
手
助
草
し
て
霊
者
に
つ
い
て
同
そ
の
心
身
の
毒
薬
底
へ
の
ホ
!
ム
ヘ
レ

f
一

一

一

一

雪

開

く

o
童
へ
ぜ
ひ
お
出

…
.
配
信
事
の
お
り
、
い
ま
す
。
障
害
の
た
め
に
重
で
の
精
神
的
、
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華
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え
て
お
り
ま
せ
い
勺
一
一
一
特
殊
ベ
ヅ
ド
と
介
護
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阜
、
受
け
付
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市
福
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務
所
探
議
議
は
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特
殊
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一
守
山
八
月
刊
一
一
泊
・
藤
沢
市
福
祉
串
務
所

y
ド
と
一
介
務
教
鞠
度
の
利
用
を
一
呼
ぴ
か
一
門
v六
月
回
日
・
茅
ケ
崎
市
職
員
会
館

け
て
い
る
。
特
殊
ベ
ァ
ド
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六
十
五
一

塁
上
の
ね
た
き
り
の
人
て
そ
の
謹
一
あ
た
た
か
い
民
泊

F

庭
の
生
許
中
心
者
が
所
得
税
を
議
さ
れ
一
と
こ
ろ

!
d轟
唱
品

て
い
な
い
人
で
ベ
ッ
ド
の
、
必
要
な
老
人
一

に
貸
与
す
る
。
己
れ
は
必
要
な
く
な
る
一
平
塚
市
善
意
努
吋
(
市
筒
祉
事
務
日

ま
で
借
り
ら
れ
る
。
一
内
)
へ
ょ
せ
ら
れ
た
寄
付
持
金
受

介
護
持
は
、
家
庭
生
活
の
中
で
介
謹
一
告
し
ま
す
。
(
敬
聴
酪
〉

が
必
蚕
な
ね
た
き
り
の
人
そ
し
市
か
ら
費
一
マ
社
会
福
祉
の
た
め
に
神
田
地
仔

同
市
壱
支
払
っ
て
介
護
人
に
介
護
し
て
も
一
入
金
一
一
手
丹
、
県
立
京
商
定
時
削

ろ
う
。
彰
当
岩
に
つ
い
て
は
市
長
が
認
↑
徒
会
一
一
円
六
千
玄
吾
朗
十
一
円
、

公的なホームヘルパー

、
1
戸
照
和
四
十
五
年

戸
時
腿
d
F

度
平
塚
田
開
健
所
管

『
宮
北
一
内
献
血
状
況
は
、

一
埠
除
一
三
月
一
二
十
一
日
現

/
胡
醐
脚
』
在
で
四
千
四
百
臼
主

〆
t
、
十
五
人
で
し
た
、

一
一
一
月
中
に
一
一
一
回
五
十
一
人
の
献

血
者
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

献
血
は
抵
浪
士
離
日
に
、
平
塚

駅
北
口
で
実
施
し
て
い
る
。
時
間

は
午
前

m時
か
ら
午
捜
3
時
ま
で
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江戸ヶ崎の基
高滋膿晋

イヒ9年 (812)の夏、京都への
ぼる途中、東経道藤111宿〈三河
国 B 愛知県〉で発病し、 32歳で
病没した。よって、選棋は同地

の浄土宗浄照寺に埋葬され九。

たぶん、郵里町四之宮村へはア

器 Eちょんまげコでも送ってき
たものだろう。その堂々とした

墓碑は、高林寺から西方4001:;
ほどの司雲衰の墓域民主Eったが、

昨年、高林寺のti軒司墓地?と、他
の石碑といっしょに移され、周

到の.t_gもできあがった。

高称寺門前の供主主碑は、江戸

ケ崎の没棲36年自にあたる弘イむ
4年仁1847)の秋相c;なわれた
追善興行民際し言ι念として建亡
られたものである。

江戸ケ崎源弥の初名主主「洗雫

大五郎「と書いた賂伝があるが

芳Z馬を名乗ったζとはたしかだ
が、源弥を名とい大五郎とは

盟
耕
一
年
生
「
黄
色
い
関
車

四
月
二
日
、
富
士

蝿
暁
付
銀
行
・
安
出
火
一
千

安
田
住
命
・
安
部
信

託
謙
一
行
は
、
新
ス
学
の
一
年
住
~

「
保
険
っ
き
黄
色
い
腕
章
」
一
一
手

巻
市
交
通
宝
霧
島
(
障
胞
初
一

長
〉
へ
寄
贈
し
た
。

4月18日(日)
あ在呂時30分

可狭対〈有楽座〉
c/ 

、i毎底3nマイル、
物輸 """"'" 

き周と

もちろん、江戸ケ崎の開設名

亡しζな〉も襲名で、阿代医に

あたるかはっきりしな，'0 
藤11同宿で病没した当時は環
役でなく、上洛 Eしょうらく〉
しT年寄K就く予定であったに

ちがいないという説もある。あ

るいはそうかも知れなし、。とに

かしその墓はおもおもしく立

派で、その道の権威者であった

ちとも哩わせるに足るものが幹
也@

あなたの知る露関口、よ町行ないをLた欝ゆ年 (20才
未満)がいたら氏名・'"令・龍揖i・寧暗または勤務先
・推薦捜由をお知らせください。揖薦者抵控訴・5王者
をがならず明記のこど、時践を問いませんa
広〈市民的措粛をおまちし ます。

草子事震帯膏金達手間関協議金
民生豊富脅少年繰内 (22) 1 7 0 0 
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